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◎次 第 （座学講習者） 
科  目 時 間 割 講 師 等 

1.受  付 13：30～14：00  

2.開講あいさつ 14：00～14：10 
群馬県被災土地建物判定対策推進協議会会長 

（群馬県県土整備部建築課長） 

3.被災宅地危険度判定制度について 14：10～14：30 
群馬県被災土地建物判定対策推進協議会 

（事務局） 

4.被災宅地危険度判定方法と解説 14：30～15：50 
群馬県被災土地建物判定対策推進協議会 

（事務局） 

5.群馬県被災宅地危険度判定士登録 

手続きについて 
15：50～16：00 

群馬県県土整備部建築課担当 

（事務局） 
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３.被災宅地危険度判定制度について 

◎被災宅地危険度判定とは… 

地震や大雨等によって宅地が大規模かつ広範囲に被災した場合に、宅地被害状況を

迅速かつ的確に把握するとともに、住民への情報を提供し、二次災害の軽減・防止を

図ろうとするものです。また、復旧対策に必要な被災情報の収集とその活用等も兼ね

ています。被災市町村や都道府県では、災害が発生した場合、速やかに被災宅地危険

度判定士を現地に派遣し危険度判定を行いますが、迅速な判定や安全の確保には住民

の皆様のご協力が必要不可欠です。 
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◎危険度判定実施体制図 
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◎被災宅地危険度判定士とは… 

 被災宅地危険度判定士は、被災地において、当該市町村長または都道府県の要請に

より被災宅地危険度判定を行う技術者です。主に土木・建築等の技術者で、一定の専

門技術資格・経験を有し、都道府県が実施する「被災宅地危険度判定士養成講習会」

の受講した後に登録が必要です。（５年ごとに登録更新） 

なお、宅地判定士が判定活動をする場合、身分を明らかにするため、登録証を携帯

し、「被災宅地危険度判定士」と明示した腕章やヘルメットを着用します。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

山本 一太 



◎被災宅地危険度判定士による危険度判定調査の概要 

 ①地震等発生後速やかに、被災した宅地において目視、簡便な計測を実施します。 

 

 ②切土・盛土により造成された宅地地盤、人工斜面、擁壁、排水施設のほか、 

  周囲の自然斜面（例．裏山、がけ）などを対象に被害状況を調査します。 

 

 ③危険度判定は、あらかじめ定めている「危険度判定基準」に基づき、変状項目 

  （クラック、水平移動、傾斜、崩壊など）ごとに、被害状況に応じた点数をつけ、 

  最 大 値 に よ り 、 危 険 度 大 、 中 、 小 の 評 価 区 分 に 分 類 し ま す 。 

 

 ④調査した宅地の判定結果に基づき、被害状況に応じてステッカー（赤色：危険、 

  黄色：要注意、青色：調査済）を現地の見やすい場所に貼ります。これは当該 

  宅地の所有者ばかりではなく近隣の住民、付近を通行する歩行者などにも注意 

  を呼びかけるためです。 
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◎宅地被害の参考事例 

地震や大雨などにより、どのように宅地又は宅地を保護している擁壁は被害を受け

るでしょうか。被害事例を紹介します。 
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◎その他として… 

○被災宅地危険度判定士は、万一の危険度判定活動中に不慮の事故や災害に備えて、

災害補償のための保険に自動的に加入されます。（費用は全国協議会負担） 

○登録地の危険度判定以外にも、広域的な大災害発生時には、登録地とは別の地域

への判定協力をお願いする場合もあります。 

○判定士の業務期間は、現地までの往復に要する日数を含めて一週間程度とされて

います。 

○被災宅地危険度判定制度は、地震等による宅地被害を判定調査するものですが、

本制度とは別に、家屋の倒壊等の危険性を応急的に判定調査する制度として「被災

建築物応急危険判定制度」（全国被災建築物応急危険判定協議会）があります。 

 （詳しくは次のホームページアドレスまで） 

  http://www.kenchiku-bosai.or.jp/ 
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◎「被災宅地危険度判定士」派遣について 

昨今、激甚化する災害において、被災した「宅地」の危険度調査を行い、二次災害

の軽減・防止を図るため、今までに「被災宅地危険度判定士」の資格を持つ技術職員

などを派遣しております。 

 

【活動実績】 

○東日本大震災（H23.3.11 発生） 

→・桐生市、渋川市で延４４名の判定士が計４１宅地を判定 

 ・宮城県仙台市へ延７６名の判定士が派遣され、計１６８宅地を判定 

○熊本地震（H28.4.14,16 発生） 

→熊本県益城町ほかへ延３０名の判定士が派遣され、計２０５宅地を判定 

○能登半島地震（R6.1.1 発生） 

→石川県内灘町へ延６名の判定士(前橋市、館林市)が派遣され、 

計１０２宅地を判定 

被災状況を記した住宅地図 

宅地地盤の段差、陥没 



◎被災宅地危険度判定士による危険度判定調査の概要 

○宅地判定士を含む 3 人程度が 1 組になって、調査票等の定められた客観的な基準

により目視できる範囲の箇所について被害状況を調査し、その結果をもとに危険度を

判定します。その際、危険と思われる宅地には立ち入らないで調査することもありま

す。 

 

被害状況確認：地震発生後速やかに、被災した宅地において目視、簡便な測定を 

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●全体の被害状況を把握

しながら、宅地の平面

図、被害個所の断面図

を調査票に記載してい

きます。 ●宅地に亀裂がないかなどの調査を行い、

宅地全体の被害を把握していきます。 
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被害状況の詳細調査：切土・盛土により造成された宅地地盤、人工斜面、擁壁、排水

施設のほか、周囲の自然斜面（例、裏山、がけ）などを対象に被害状況を調査します。 

 

 

 

 
 

危険度判定：あらかじめ定めている「危険度判定基準」に基づき、変状項目（クラ

ック、水平移動、傾斜、崩壊など）ごとに、被害状況に応じた点数を

つけ、最大値により、危険度大、中、小の評価区分に分類します。 

 

 

 

 

＋ 

●各被害状況（亀裂の幅、傾き状況など）を調査し、被害

状況に応じて採点を行い、各宅地を評価していきます。 
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大（危 険）：変状等が特に顕著で危険なため、立入禁止措置が必要です。 

中（要注意）：変状等が著しく、当該宅地に立ち入る場合は、時間や人数を制限するなど十分

な注意が必要です。併せて、変状が進行することになれば避難も必要となります。 

小（調査済）：変状等が見られるが、当面は防災上の問題はないと考えられます。 

調査結果の表示：判定結果に基づき、被害状況に応じてステッカー（赤色：危険、黄色：要

注意、青色：調査済）を現地の見やすい場所に貼ります。これは当該宅

地の所有者ばかりではなく近隣の住民、付近を通行する歩行者などにも

注意を呼びかけるためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「被災宅地危険度判定」の結果は、あくまでも被災後速やかに実施される暫定的な調査であるため、

被災者支援策の判断材料の一つとして用いられる「り災証明」とは関係ありません。 
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◎判定活動を実施する際に必要となる資機材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘルメット 

判定活動を行う際、必ず使用すること。

耐久年数の過ぎたものは、使用しないよ

うに備蓄品を確認しましょう。 

住宅地図 

被災地の地図として利用するほか、調査

票に平面図等を記入する際にも活用でき

る。なるべく新しい住宅地図を使用しま

しょう。 

筆記用具 

調査票の記入に使用するほか、判定ステ

ッカーの記入にも使用する。１セット

で、シャープペン、ボールペン、油性マ

ーカー（赤・黒）、蛍光ペンがあるとよ

い。 

バインダー（下敷き） 

調査票（A３用紙）を記入する台として使

用する。クリップボード、首掛けヒモが

ついた画板 A３タイプがよい。 

スラントルール（勾配儀） 

被災地の擁壁やのり面の勾配を測定す

る。 

ガムテープ（布製） 

判定ステッカーを掲示、固定する際、使

用する。未使用の状態でも劣化するの

で、年に１度は備蓄品の確認をしましょ

う。 
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針金ピン・番線・リボン 

足場番線は、＃１０番線（３．２mm）×

７０cm がよい。判定ステッカーを掲示、

固定する際に使用する。使用時はラジオ

ペンチ等が必要になる。 

ラジオペンチ 

針金ピン、番線（結束線）の切断等に使

用する。 

デジタルカメラ（記録用ｶｰﾄﾞ

含） 

記録に使用する。記録媒体も必要あり、

多数撮影する場合も想定して大容量がよ

い。使用時は充電状態を確認する。 

黒板（ホワイトボード） 

調査箇所を明記して、記録写真に写し入

れる。小型のものが持ち運びに便利。 

チョーク・黒板消し 

（マーカー・クリーナー） 

使用時、ホワイトボードマーカーはイン

ク残量を確認する。太字がよい。 

コンベックス（巻尺） 

５．５m が適当。構造物を計測する。さ

まざまな計測に使用できる。 

懐中電灯 

小型で可。暗部や溝（クラックの深さ）

等を見る。使用時は充電状況を確認す

る。 

軍手 

ゴム付が作業用としてよい。 

ナップサック 

判定資機材を入れる。背負うことで、両

手の自由が確保できる。 

はさみ、のり 

資料作成時に使用する。 

携帯電話 

判定活動時の連絡手段とする。また、被

災地には事務局用も常備しているとよ

い。事務局用としては、災害時優先電話

が準備できるとよい。 

パソコン、CD-ROM 

一日の判定活動終了時に各調査票の集計

や判定活動の記録写真を整理する。ま

た、データを保管する。CD や DVD の書

き込みができるものがよい。 
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クラックスケール 

コンクリート構造物のクラック（ひび割

れ）を計測する。カードタイプやクリア

タイプが便利である。 

ポール 

φ３０mm の２m が適当。のり面の傾斜や

高さを計測する。 

テープロッド（リボンテープ） 

６０mm 巾の１０m が適当。宅地内のひ

び割れ（クラック）等の長さを計測す

る。 

ホイッスル 

プラスチック、ステンレス制共に可。被

災後の危険度判定のため、危険が伴うの

で、班別行動で判定活動時の安全確保に

使用する。 

テストハンマー（打診器） 
木柄の１/４～１/２ポンド等でよい。コ

ンクリート構造物等の欠片が剥落し、通

行者等に危険を及ぼさないようにするた

め、たたき落としの実施や鋼構造物の腐

食状況の把握に使用する。 

クリノメーター 

コンパスとスラントルールを兼ねること

ができる。 

コンパス（方位磁石） 

現在地と方位を確認する。 
ラジオ 

災害時の情報収集に有効となる。 

双眼鏡 

周囲の安全確認を行う。 
トランシーバー等簡易無線設備 

高出力のものは届出・許認可・免許等が

必要になる。 

下げ振り 

壁や柱等の建入れ（鉛直）を調べる。 
GPS（カーナビゲーション等） 
現場で確認しやすいものはハンディータ

イプで、一般的な GPS 内蔵のスマートフ

ォンのナビ機能でも代用できる。車での

移動の際はカーナビゲーションが有効に

なる。 
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４. 被災宅地危険度判定方法と解説 
◎被害状況調査及び危険度判定 
○大規模な宅地災害が発生した場合は、まず被災発生状況の

全体を把握し、主として宅地の立入制限に関する危険度判

定の実施が必要となります。その後、主として被災宅地の

復旧等のために宅地所有者等が行う調査がありますが、こ

れについては、「宅地擁壁復旧技術マニュアル」（平成７年

８月建設経済局通達）及びその他の一般に認められている

調査方法に基づき実施するものです。 

 調査目的、調査対象施設、調査期間、調査手段等は下記

に示すとおりです。 

 
●調査内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎擁壁調査・判定の手順 
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◎調査票記入例(擁 壁) 左側 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●記入項目 

イ．調査日時：判定を始める時間を記入します。 

ロ．調査番号 

ハ．地震名又は降雨災害名 

ニ．被害発生場所 

ホ．所有者・管理者氏名 

ヘ．所有者・管理者の連絡先 

ト．記入者氏名：℡（連絡先）も記入します。 

チ．居住者への説明：該当項目に☑をします。 

リ．応急措置：該当項目に☑をします。 

ヌ．被災状況図 

  Ａ被災項目：並んでいる図（1～10）から該当するものを○で

囲みます。（複数可）※右側「変状形態と変状点」及び「変

状の程度大・中・小の概要説明」と対応しています。 

  Ｂ建物・道路との位置関係（基礎点）：影響範囲（法尻：擁壁

高さの 1.7 倍の水平位置、法肩：擁壁高さの 1.0 倍の水平位

置）に建物または道路がある場合に記入します。※右側「基

礎点」と対応しています。 

  Ｃ平面図・断面図：現地の被災状況の観察、計測を行い、判定

根拠となる事項とともに平面図、断面図を記入します。 

ル．被災写真の有無：被災写真は調査番号とともに撮影位置がわか

るように撮影します。（例、Ａ-2 ①、調査番

号 枝番） 

ヲ．特記事項：二次災害の防止や被災の軽減に役立つと思われる事

項を記入します。※記入した特記事項は、最後に貼る

ステッカーの「注記」へ記載します。 
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◎調査票記入例(擁 壁) 右側 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●記入項目 

イ．擁壁の基礎的条件：擁壁の種類を判別して該当項目及び設置条

件に☑をし、勾配（度）を記入します。 

ロ．基礎点：影響範囲に建物または道路の有無に☑をし、①湧水②

排水施設③高さの該当項目の点数を○で囲み、①+②+③

の合計点（基礎点）を記入します。※左側「建物・道路

との位置関係（基礎点）」と対応しています。 

 

 

 

 

 

 

影響範囲（法尻：擁壁高さの 1.7 倍の水

平位置、法肩：擁壁高さの 1.0 倍の水平

位置）に建物または道路がある場合に記

入します。 

ハ．変状形態と変状点及び変状の程度大・中・小の概要説明： 

  変状の程度の 1～11 の該当項目を○で囲み、配点表の該当の点

数を○で囲みます。※左側「被災項目」に対応しています。 

ニ．被害の判定値及び危険度判定：ロ．基礎点を記入します。ハ．

配点表の最大値（被害点）を記入

します。基礎点+被害点を合計し、

表の点数と危険度判定を参照し、

危険度判定に☑をします。 

ホ．所見（記入者の意見）：緊急性、拡大の該当項目に☑をし、必

要に応じて、備考（）内に記入します。 

１８ 

✓ 



◎宅地地盤の調査・判定の手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎宅地のり面・自然のり面の調査・判定の手順 
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◎調査票記入例(宅地地盤･のり面･自然斜面) 左側 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●記入項目 

イ．調査日時：判定を始める時間を記入します。 

ロ．調査番号 

ハ．地震名又は降雨災害名 

ニ．被害発生場所 

ホ．所有者・管理者氏名 

ヘ．所有者・管理者の連絡先 

ト．記入者氏名：℡（連絡先）も記入します。 

チ．居住者への説明：該当項目に☑をします。 

リ．応急措置：該当項目に☑をします。 

ヌ．被災状況図 

  Ａ被災項目：宅地地盤、のり面・自然斜面で分類し、並んでい

る図（1～5、1～6）から該当するものを○で囲みます。（複

数可）※右側「変状形態と配点表」と対応しています。 

  Ｂ平面図・断面図：現地の被災状況の観察、計測を行い、判定

根拠となる事項とともに平面図、断面図を記入します。 

ル．被災写真の有無：被災写真は調査番号とともに撮影位置がわか

るように撮影します。（例、B-2 ①、調査番号  

枝番） 

ヲ．特記事項：二次災害の防止や被災の軽減に役立つと思われる事

項を記入します。※記入した特記事項は、最後に貼るステッカー

の「注記」へ記載します。 
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◎調査票記入例(宅地地盤･のり面･自然斜面) 右側 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●記入項目 

イ．のり面・自然斜面の基礎的条件：該当項目に☑をし、のり面高

さ、勾配、長さを記入します。 

ロ．変状形態と配点表：宅地地盤、のり面・自然斜面で分類し、変

状の程度の 1～6 もしくは 1～8 の該当項目を

○で囲み、配点表の該当の点数を○で囲みま

す。【宅地地盤６湧水、噴砂】および【のり

面・自然斜面 8 湧水、落石・転石】が有の場

合は１点を加えます。※左側「被災項目」と

対応しています。 

ハ．被害の判定値及び危険度判定：配点表の最大値（加点がある場

合は最大値+１点）を記入します。

表の点数と危険度判定を参照し、

危険度判定に☑をします。 

ニ．所見（記入者の意見）：緊急性、拡大の該当項目に☑をし、必

要に応じて、備考（）内に記入します。 
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◎被災写真の撮影 
●被写体に関する記事の写し込み：写真撮影を行う場合には、写真

整理を確実かつ容易に行うために、

少なくとも被災宅地毎に黒板（ﾎ

ﾜｲﾄボード）等に左記の事項を記

入し、必ず写し込みを行います。 

 
● デ ジ タ ル カ メ ラ ： 

・撮影後、速やかに撮影写真が確認できるよう、液晶画面付とし

ます。画素数は、１５０万画素程度とし、解像度は１，０２４×

７６８のＸＧＡを基本とします。 

●撮影範囲等：撮影写真は、一つの被写体について、原則として全

景写真、局部写真をそれぞれ１枚ずつ撮影します。 

①全景写真：被害の始点と終点がわかるように指で示すかポール

等を立てるなど工夫し、写真には赤色の引出し線で被

害区間を示します。なお、区間が長い場合には分割撮

影し貼り付けます。ポール等を利用して局部の写真位

置との関係がわかるようにします。 

②局部写真：写真中に目立つ建物等を入れ撮影箇所がわかるよう

にし、ポール、コンベックス等を利用して、被害対象

物の長さ、幅、移動量等がわかるように撮影します。

のり面崩壊の場合は、撮影角度を検討して状況がわか

るように、擁壁などの被害の場合は、既設の構造物が

わかるよう、破損していない部分を入れて撮影します。 

●撮影データのバックアップ及び写真の整理（ＪＰＥＧ形式） 
  記録の滅失を防ぐため、撮影後速やかに、パソコン等へのバック

アップを行うとともに、調査地点ごとにフォルダ分けをし、平面

図、調査票等と対応できるよう整理し、写真集を作成します。撮

影位置・方向、写真番号を明示した平面図を作成するとわかりや

すい。 

◎危険度判定結果のステッカーによる現地表示等 
調査票による被災宅地危険度判定結果から被害状況に応じたステ

ッカーで現地表示を行います。ステッカーを添付する場所は、その

宅地に出入りする人、その宅地の周辺の人が目に付きやすい場所と

し、玄関先、塀、擁壁、車庫などにガムテープ、針金などで貼り付

け、風などで飛ばないようにします。（雨が当たりそうな箇所では、

ビニールなどで覆います） 

 ステッカーには、以下の内容を簡潔に記入します。 

①何が危険であるか（※調査票の「特記事項」等） 

②判定日時 

③災害対策本部の連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステッカーは、居住者が居る場合では、「危険であること知らせ

る」という意味を良く説明します。また、居住者がステッカーを貼

ることを拒む場合は、この旨調査票に記述し、危険であることを明

確にします。 
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◎例題１ 

●配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●概 要 

調 査 日 時：令和６年１２月９日（月） 

調 査 番 号：前橋市－１ 

地 震 名：北関東大地震 

発 生 場 所：群馬県前橋市大手町七丁目５番６号 

所 有 者：群馬 県太郎 

連 絡 先：不明（居住者不在） 

居住者への説明：未了 

応 急 措 置：未了 

 

 

●擁壁概要 

擁壁①：コンクリート擁壁（現場打ち） 

    Ｈ＝０．７ｍ～２．０ｍ 

擁壁②：コンクリート擁壁（現場打ち） 

    Ｈ＝１．６ｍ～２．０ｍ 

擁壁③：コンクリート擁壁（現場打ち） 

    Ｈ＝２．０ｍ 

擁壁④：コンクリート擁壁（現場打ち） 

    Ｈ＝２．０ｍ 

擁壁⑤：コンクリート擁壁（現場打ち） 

    Ｈ＝   ｍ 

 

※いずれも７ｍ2に１箇所、水抜き穴がある。 

 

 

２３ 

群馬県ホームページから『調査票【記入用紙】様式―１、様式―２』をダウンロードして印刷し様式―１に調査票記入例を参考に『手書き』で記載してください。 



●擁壁⑤立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●擁壁概要 

・Ｌ型コンクリート擁壁。（現場打ち） 

・設置条件不明 

・排水溝がなく、擁壁天端から水がにじみでている。 

・７ｍ２おきに１箇所水抜き穴（内径５０mm） 

・タテひび割れ２箇所あり（Ｃ１、Ｃ２） 

・ヨコひび割れ１箇所あり（Ｃ３） 

・擁壁上部にフェンス設置あり（Ｈ＝１．２ｍ）、 

一部傾斜あり。 

・一部道路側へ傾斜あり（Ｋ１） 
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●擁壁⑤断面図 
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●湧水の状況分類表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●排水施設等の設置状況分類表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●排水施設等の設置状況の配点と内容 
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◎例題２ 

●配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●概 要 

調 査 日 時：令和６年１２月９日（月） 

調 査 番 号：前橋市－２ 

地 震 名：北関東大地震 

発 生 場 所：群馬県前橋市八丁目８番９号 

所 有 者：群馬 県美 

連 絡 先：不明（居住者不在） 

居住者への説明：未了 

応 急 措 置：未了 

 

 

●被害概要 

○クラック（Ｃ１～Ｃ６） 

Ｃ１：長さ＝８．０ｍ、幅＝６㎝ 

Ｃ２：長さ＝１２．０ｍ、幅＝１３㎝ 

Ｃ３：長さ＝４．０ｍ、幅＝１２㎝ 

Ｃ４：長さ＝１．５ｍ、幅＝１５cm 

Ｃ５：長さ＝２．０ｍ、幅＝１３cm 

Ｃ６：長さ＝４．０ｍ、幅＝６㎝ 

○沈下（Ｔ）：最大沈下深さ＝３０㎝ 

○ガリー浸食（Ｇ１～Ｇ３）：３箇所 

○建物基礎クラック（ＴＫＣ）：クラック幅＝０．５㎝ 

○陥没（Ｋ）：面積＝７ｍ２、深さ＝２０cm 

 

 

２７ 

群馬県ホームページから『調査票【記入用紙】様式―１、様式―２』をダウンロードして印刷し様式―２に調査票記入例を参考に『手書き』で記載してください。 

 



●イ－イ´断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●のり面概要 

地盤：土砂－不明 

のり面高さ：平均高さ４．０ｍ 

のり勾配面：３５度 

のり面長さ：７．０ｍ 

オーバーハング：なし 

排水施設：なし 

のり面保護工：なし 

擁壁配置：なし 

家屋の有無：上部あり、下部なし 
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●のり面等の変状の程度「大・中・小」の説明 
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◎参考資料 

●被災宅地危険度判定士危険度判定ファイル【改訂６版・７版】（冊子） 

第３章被災宅地の調査・危険度判定マニュアル 

 

例題１ 様式－１ 

  ３．２ 宅地擁壁の危険度判定 を参考にしてください。 

      ページ番号「判定マ­13­」から ページ番号「判定マ­37­」まで 

 

 例題２ 様式－２ 

３．３ 宅地地盤の危険度判定 を参考にしてください。 

    ページ番号「判定マ­38­」から ページ番号「判定マ­50­」まで 

３．４ 宅地のり面等の危険度評価 を参考にしてください。 

    ページ番号「判定マ­51­」から ページ番号「判定マ­64­」まで 

 

※ 例題回答は、令和６年１２月１０日以降にHPで掲載します。 ３０ 


